
第 5回 礼文町海外交流事業報告書 

Reports of Rebun Exchange Program 2016 
      

 「Cooperation Beyond Beundaries 」 

演 舞 ～ 湧き上る感動 ～ 

 

Sep 17th～Oct 1st,2016 California,U.S.A 

 

礼文町教育委員会 

Rebun Board of Education 
                北海道礼文高等学校 

Rebun High School 
 



これまでの海外交流事業を振りかえり 
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２０１２年から始まったアメリカ合衆国、カリフォルニア州

を舞台とする海外交流事業。今回、節目の５周年を迎え、私も４

年ぶりに現地を訪問し、これまでお世話をいただいている関係者の皆さんとお会いして、

久しく懇談する機会を持つことができました。 

また、オリエンテーションやアメリカの高校生と交流する礼文高校生の姿を拝見し、

事業の確かな成長を垣間見ることもできました。 

改めて、礼文町の高校生の為に、毎年充実した交流プログラムを用意していただいて

いる CEI 阿岸様はじめ、関係者の皆様に心より感謝を申し上げる次第であります。 

実績を土台とした５年間の歳月は、カリフォルニアと礼文島の９千㎞に及ぶ距離を縮め、

少しずつではありますが、交流の裾野を広げつつあります。 

年が明けて１月８日、平成２９年（２０１７年）礼文町成人式が挙行されました。出席

者の中に、第１回、第２回海外交流事業で派遣された生徒の懐かしい顔がありました。ま

た、中国から研修で来町し、和装で参加されている方の姿もありました。国境を超えて懇

談している様を見て、身近なところに急速な国際化の進展を感じることができました。 

これから（高校生の）皆さんが活躍する社会は、あらゆる分野で世界基準が求められる

社会となります。この事業の目的の一つに、多様な文化はもちろん、それぞれに異なった

物の考え方やアプローチがあることを知り、そして認める異文化理解があります。 

多様な人種、民族が集う大都市ロサンゼルスでの交流事業が、そのスタートになれば大

変嬉しく思う次第であります。 
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区　分 学年/職名 氏       名 摘       要

派遣生 第１学年 堀　内　　　陸

〃 〃 佐々木　麻　衣

〃 〃 佐　藤　　　瑠

〃 〃 高　木　り　こ

〃 〃 支　部　美　紀

〃 〃 濱　谷　真　帆

〃 〃 室　矢　　　茜

引　率 １学年担任 東　　　憲　吾

礼文町教 育委員会 〃 主　幹 川　村　　　長

氏       名 摘       要

礼 文 町 小　野　　　徹

礼 文 町 議 会 笹　山　　　啓

岩　城　　　修

坪　山　尚　弘

氏       名 摘       要

岩　城　　　修 選考委員

須　田　　　守 主催者渉外担当

川　村　　　長 〃

藤　澤　隆　史 〃

ｸﾘｽﾄﾌｧｰ・ﾌﾞﾗｳﾝ 事前研修担当

菅　原　史　彦 選考委員

羽　石　康　司 国際交流委員会

東　　　憲　吾 事前研修担当

板　橋　　　翔 〃

磯　辺　史　生 〃

張　江　友　二 〃

第５回　礼文町海外交流事業参加者名簿

職  　　名

教育長

所　　　属

礼 文 高 等 学 校

礼文町関係者名簿

所　　　属

海外交流事業５周年記念レセプション出席者名簿

所　　　属 職  　　名

町　長

議　員

教育長

主　査

主　事

校　長

教　頭

教諭（１年担任）

教諭（３年担任）

教諭（２年担任）

礼文町教 育委員会

次　長

主　幹

教育委員
礼文町教 育委員会

礼 文 高 等 学 校

教　諭（英語）
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Contact List 2016
Belong to Position Name

Rebun town Rebun town mayor Toru Ono
〃 Rebun town deputy mayor Masaharu Murai

Board Of Education A superintendnt Osamu Iwaki
〃 A vice-superintendent Mamoru Suda
〃 A chief Takeru Kawamura
〃 Takashi Fujisawa
〃 English Language Teacher Chris Brown

Rebun H.S. Principal Fumihiko Sugawara
〃 A vice-principal Yasushi Haneishi
〃 Chaperon Kengo Azuma
〃 Homeroom teacher(grade 12th) Sho Itabashi
〃 〃(grade 11th) Fumio Isobe
〃 English Teacher Yuji Harie

Los Angeles
CEI-Hollywood Program Supervisor Akiko Agishi

〃 Office support Yasuyo Makino
〃 Coordinator Yoshiko Shiratori
〃 Coordinator/Photographer Tak Iitomi
〃 Videographer Dan Odagiri

University High School, Irvine Educational advisor Yoko Pusavat
〃 Freya Remmer

Campbell Hall ESL teacher Freda Yoshioka
John Muir Middle School Catherine Celaya

Notre Dame　H.S. Japanese teacher Kyoko Shoji
Japan Day (workshop) Ikebana Fumi Akutagawa

〃 〃 Yaeko Hosobuchi
Volunteer Staff Ayu Sasayama

〃 Mikako Ogagiri
〃 Waka Ogadiri

Host Families
Host Families A

〃

〃

〃

〃

Host Families B
〃

〃

〃

〃
〃
〃

　　　　Robert & Miki Bay　　（Riku）
　　　　Don & judy Bogart　　（Mai & Rui）
　　　　Hiroshi & Eri Yoshioka　　（Akane & Riko）
　　　　Yoku & Maki Kinbara　　（Miki）
　　　　Muneyoshi & Hiromi Shinohara　　（Maho）
　　　　Jeff & Naomi Casali　　（Riku）
　　　　Michael Lizarrage & Felisa Llanos　　（Mai）
　　　　Brad & Corol Frank　　（Rui）
　　　　Denniis & Patty Gallageher　　（Riko）
　　　　Renee Guirguis　　（Miki）
　　　　Thor & Lisa Jonsson　　（Maho）
　　　　Ted & Mina Devirgilis　　（Akane）
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Daily  Schedule 
事前研修 

現地事情研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼンテーション制作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨサコイ・ソーラン演舞練習 
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生け花研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 発 式 
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Day  1     9 /17 （SAT） 
礼文～東京～ホテル（マロウドインターナショナルホテル成田） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Day   2     9/18 （SUN） 
ホテル～成田空港～ロサンゼルス（ホストファミリーと対面） 
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Day   3     9/19 （MON） 

英会話レッスン（プサワット先生）～ユニバーシティ高校との交流～日系企業訪問 
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Day   4     9/20 （TUE） 

 サンディエゴ海洋大学～水族館～オールドタウン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

- 8 - 

 

 
 
 
 
 
 
 

Day   5     9/21 （WED） 
在ロサンゼルス日本国総領事館訪問～日系アメリカ人博物館～ワイナリー～羅府新報～

ハリウッド観光～ウエルカムパーティ 
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Day   6     9/22 （THU） 
 ノートルダム高校交流～５周年記念レセプション 
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- 12 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Day   7     9/23 （FRI） 

キャンベルホール高校～ジョンミュアー中学校～ドジャースタジアム 
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Day   8     9/24 （SAT） 
ホストファミリーデイ 
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Day   9     9/ 25 （SUN） 

日系アメリカ人強制収容所～ディスバレー 
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Day  10     9/26 （MON） 

 ディスバレー 
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Day  11     9/27 （TUE） 

 スコーバレー（サイクリング～ＢＢＱ） 
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Day  12     9/28 （WED） 
サンタローザ（長沢鼎ワイナリー～シュルツミュージアム） 
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Day  13     9/29 （THU ） 
サンフランシスコ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Day  14     9/30 （FRI）  
  東京（品川東武ホテル） 

 

Day  15     10/ 1 （SAT） 

 東京～稚内～礼文 
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海外交流事業を終えて 

 

礼文高校１年 堀 内   陸 

Rebun H.S. Grade 10th student Riku  Horiuchi 

 
僕たちは二週間アメリカへ行き、前半はホームステイをしました。初

めにお世話になった Bay ファミリーとは日本の生活について話をしま

した。長男とはバスケをし、そして次男とはショッピングへ行き、とても楽しかったです。 

次の Casali ファミリーとは、一緒に Aixflags へ行った時の驚き、少しだけど英語を使えた

こと、長男と散歩をしたことが一番の思い出です。 

アメリカの人は、困ったときに全く知らない人に話しかけても、問題を解決するまでつきあ

ってくれました。また皆、積極的に日本のことについて質問をしてきて、フレンドリーだと思

いました。中には携帯電話の機種を聞きたがる人もいて面白かったです。 

礼文に戻ってきて、これまでと変わったことは、英語を前より頑張るようになったことです。

これからは、将来アメリカへ行っても流暢に話せるくらいの英語を身につけます。 

最後に、今回お世話になった方々へ。 

二週間という短い時間でしたが、たくさんの事を吸収できました。これからはもっと英語を

勉強し、またアメリカへ行きたいです。二週間ありがとうございました。 
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海外交流事業を振り返って 

 

                礼文高校 1 年 佐々木 麻 衣 

                   Rebun H.S. Grade 10th student Mai  Sasaki 

 

 私は二週間アメリカに行って来てとても良かったです。まず、

ホストファミリーの皆さんがとても優しく迎え入れてくれました。私

を本当の家族のように接してくれてとても嬉しかったです。 

初めのホストファミリーでは、最初何を話したらよいのか分からなくて、とても緊張しまし

たが、一緒にミニゴルフをしたり、朝食作りを手伝ったりしているうちに沢山話せるようにな

りました。次のホストファミリーは小さい男の子がいる家でした。私は小さい子どもと遊ぶの

が好きで、とても楽しみにしていました。初めて会ったときも、抱っこをしたりしてとても仲

良くできました。フェリサさんもとても優しく、私がお土産をプレゼントするととても喜んで

くれて良かったです。ホストファミリーデイでは、とても素敵な時間を過ごせました。ドンさ

ん、ジュディさん、そしてマイクさん、フェリサさん、楽しい一週間を本当にありがとうござ

いました。 

今回の海外交流事業ではデスバレー見学がありました。デスバレーの昼はとても暑く、朝夜

は冷え込み、気温差が激しかったです。でもみんなと行ったらとても楽しかったです。また、

今年は５周年という特別な機会でよさこいを披露することになり、とても不安でしたが、７人

で力を合わせて良いものを作れました。アメリカの人たちもとても喜んでくれて、夏休みから

練習を頑張ってきて良かったと思いました。 

二週間アメリカに行って、私は人と助け合う心が大切だと思いました。困ったことがあった

らすぐに助けてくれるアメリカ人を見て、私も人を助けられるような人になりたいです。この

事業に参加できて本当に良かったです。阿岸先生、Tak さん、礼文町の皆さん、先生方、保護

者の皆さん、支えてくれて本当にありがとうございました。 
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海外交流事業を振り返って 

 

                 礼文高校 1 年 佐 藤   瑠 

                        Rebun H.S. Grade 10th student Rui  Sato 

 

 ９月１７日に私たちはアメリカへ出発しました。アメリカの学生

の皆さんはとても積極的な生徒が多く、高校の授業でも、当てられる前に

自分から手を上げて発言し、自分の意見に自信を持って答えていました。私は、そういった積

極的なところを見習いたいと思いました。 

アメリカで楽しかったことは、ホストファミリーとの過ごした時間です。 

ハンバーガーショップや USH、ショッピングなど色々なところに連れていってもらえて、

とても楽しかったです。ホストファミリーを受け入れていただきありがとうございました。 

他にも、英語で質問されて私の受け答えが遅くなった時も、笑顔で優しく待ってくれました。

そのことがとても嬉しかったです。 

二週間の海外交流を通して、たくさんの人から「自分から笑顔で声を掛けよう」などのアド

バイスをいただきました。今後の学校生活などに生かし、積極的に話をしていこうと思います。 
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海外交流事業を振り返って 

 

                 礼文高校 1 年 高 木 り こ 

                    Rebun H.S. Grade 10th student Riko  Takagi 

 

 私は約二週間の海外交流でたくさんの事を学んだり、経験するこ

とができました。ホストファミリーの皆さん、この度はホームステイの

受け入れをして頂きありがとうございました。 

吉岡さんとは買い物に行ったり、ドライブに連れて行ってくれたり、ソラと散歩に行ったり

しました。ソラと散歩に行ったとき、公園の木の大きさや自然に生えているサボテンなど、日

本との違いに驚きました。ドライブでは、海と夕日がすごくきれいでした。また、たくさんお

話ができて楽しかったです。 

ギャラガーさん、ホストファミリーデイのとき、一緒に買い物ができて楽しかったです。私

が好きなスポーツのお店やハンバーガーを食べに連れて行って頂きありがとうございました。 

アメリカ滞在中、多くの方々にお世話になりました。日本ではあり得ないと思ったことや、

日本と違うところがたくさんあって戸惑うこともありましたが、みなさんのおかげで楽しく終

えることができました。ありがとうございました。 

海外交流を通して、言葉が違う中でのコミュニケーションの取り方やアメリカの文化など

様々な事を学ぶことができました。いつかまたアメリカに行って、もっと英語を話せるように

なりたいと思いました。 

海外交流を企画してくれたみなさん、大変貴重な経験をさせて頂きありがとうございました。

海外交流で学んだことを生かせるよう、これからの学校生活で頑張ります。本当にありがとう

ございました。 
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海外交流事業を振り返って 

 

                  礼文高校 1 年 支 部 美 紀 

                    Rebun H.S. Grade 10th student Miki  Hasebe 

 

 私たちは二週間という長い期間、アメリカに行ってきました。その

中で一週間過ごしたホストファミリーの人たちにはとても感謝しています。

ホストファミリーの人たちとの思い出はたくさんできました。中でも金原さんファミリーと一

緒に行ったディズニーカリフォルニアアドベンチャー、Guirguis さんファミリーとホストファ

ミリーデイで行ったロサンゼルスの美術館が一番楽しかったです。また、それぞれの家で色々

な会話をしたことも一つの思い出となりました。出会えて本当に良かったです。ありがとうご

ざいました。 

アメリカ滞在中は、日本には無いものが身の回りにたくさんあって、まるで別次元にいるよ

うでした。礼文に帰ってきた途端、一気に現実に戻り、疲労感よりも寂しいという感情の方が

大きかったです。 

私は、今回この海外交流事業を終えてから、以前よりも少し周りを見て行動できるようにな

ったと思います。それだけでなく、日本と違った生活スタイルを知り、そういうのも「あり」

かもしれないという物の見方も知りました。５周年記念のレセプションや各学校でのよさこい

の披露、野球観戦などすごく充実したプログラムで、毎日が楽しくて一生の思い出となりまし

た。両親はもちろん、先生方やクラスのみんな、そしてこのような機会を作ってくれた全ての

人に感謝しています。ありがとうございました。 
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海外交流事業を振り返って 

 

                 礼文高校 1 年 濱 谷 真 帆 

                Rebun H.S. Grade 10th student Maho  Hamaya 

 

 私にとってアメリカでの二週間は自分のやりたいことや将来に

ついて考えさせてくれるきっかけとなり、そして出会いの大切さを知

る貴重な経験となりました。 

二週間の日程のほとんどでお世話になった阿岸先生と Tak さん。三日間のホームステイとア

メリカでの後半の日程を共に過ごした Don さんと Judy さん。私がホームステイでお世話にな

った篠原 Family と JonssonFamily。出会った全ての人の名前を出し切ることができませんが、

出会った一人一人の人に、本当に感謝しています。 

アメリカ初日から三日間お世話になった篠原 Family。フリーな日が無く、短い時間ではあ

りましたが、アメリカでの生活のことなどを教えてくれました。プレゼントしてくれたキャッ

プもすごく嬉しかったです。 

JonssonFamily とは、せっかく私を受け入れてくださったのに、四日間の全ての時間を一緒

に過ごせなくなってしまい申し訳ない気持ちでいっぱいです。もっと沢山の思い出を作りたか

ったです。 

アメリカに行って、アメリカに行ったからこそできる体験、経験をして私が感じ、学んだこ

とは、沢山の人との出会いと別れが自分の一部になっているということです。アメリカで出会

った人たちは特に、日本で生活していたらなかなか会えない人たちで、自分に良い刺激になり、

やりたいことを見つけてそれに向かって頑張りたい思える二週間でした。海外交流事業に参加

することができて、本当に良かったです。 
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海外交流事業を振り返って 

 

                      礼文高校 1 年 室 矢   茜 

                      Rebun H.S. Grade 10th student Akane  Muroya 

 

 今回、海外交流事業への参加という貴重な経験をさせていただき、

本当にありがとうございました。私をホームステイさせてくださった、

二家族の方々には、感謝の気持ちでいっぱいです。 

吉岡さんとは、色々なところにお買い物やご飯を食べに行き、ソラとお散歩に行ったりしま

した。中でも一番楽しかったのは、ビーチを歩いてたくさん写真を撮り、お話しをして笑った

ことです。あの陽が沈みかけた時の景色がどうしても忘れられなくて、いつかまた行きたいと

思っています。本当にお世話になりました。 

テッドさんとミナさんには、ハンバーガーやアイスクリームを食べに行ったり、いろいろな

場所へ連れて行っていただきました。中でも、ホストファミリーデイに三人で行った LA 

countyfair は本当に楽しくて最高の思い出です。生まれて初めてラクダに乗り、豚のレースも

見ました。今でもはっきり思い出せるくらい、その時は心がワクワクしていました。ミナさん

と行ったショッピングも楽しくて忘れられません。本当にお世話になりました。 

 書いても書いても足りないくらいの二週間で、本当に貴重だったと感じています。私は病

み上がりでの参加だったので、スケジュールについていけるかとても不安でしたが、色々な方

に支えていただいて素晴らしい二週間を過ごせました。本当にありがとうございました。 
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大きく成長するきっかけに 

 

礼文高校第１学年担任教諭 東   憲 吾 

 Rebun H.S. Homeroom teacher of grade 10th   Kengo  Azuma 

 

礼文町海外交流事業を担任として生徒を引率させていただきました。

二週間という短い期間ではありますが、生徒にとっては大きな経験になっ

たのではないかと思っています。 

その一つとしてロサンゼルスでの学校交流です。生徒同士の交流を通して、現地の生徒の積

極的な姿を肌で感じていました。また、ハンドアクションなども駆使しながら積極的にコミュ

ニケーションをとる姿が見て取れました。日本では決してできない経験であり、帰国後も積極

的に行動する姿を見てうれしく思います。ほかにも様々な場所でのよさこいを披露し、そして

大きな歓声を受け、生徒にとって大きな自信となったのは間違いないです。 

アメリカでは様々な場所を訪問しましたが、どの場所でも現地の方々は心暖かく私たちを歓

迎してくれました。ホストファミリーの皆様も生徒たちを本当の家族のように迎え入れ、優し

く接してくれました。この雰囲気があって、生徒たちも堂々と自信をもって行動でき、今回の

成果につながったと思います。準備も含め長い期間このプログラムの企画、運営に携わった皆

様の支援があり、この貴重なプログラムを無事終了できたことを非常に感謝しております。 

今後も多くの生徒が知らない世界を知り、大きく成長できるきっかけとなるよう、事業の発

展を願います。 
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期待をこめて 

 

礼文町教育委員会主幹 川 村   長 

Rebun town Board Of Education Chief  Takeru  Kawamura 

 

礼文町国際交流事業５周年という記念すべき年に、礼文高校生７人と

共に行動できる機会を頂いた事をうれしく思います。また、迎えて頂いた

現地ホストファミリー皆様と、支えて頂いた CEI 皆様のご対応に改めて感謝申し上げます。 

さて、私たちを取り巻く生活環境は、ICT の加速的な進化の中で日々目まぐるしく変化が繰

り返されていて、私たちはその中で、自らが望む・望まないに関わらず、時には能動的に、時

には順応的に対応して暮らしていますが、その中でも「国際化」という言葉は、毎日耳にしな

い日がない程に、私たちの暮らしの中に入り込んできています。 

私が、この事業の中で生徒たちに期待していたのは、日本の約 25 倍の国土を持ち、日本と

は国家形成の歩みが全く違うアメリカ。世界有数の多様な文化・経済の存在するアメリカとい

う強い刺激の中で、ついこの前、中学生３年生の時には良しとされ、或いは良くできましたと

褒められていた様々な事が、高校生では更なる「人」としてのスキルの高さが求められている

という事に「気づき・考え・動く」。そういった対応力を期間中に尖らせる事。そして、その尖

がった部分を必要なときには勇気を出して使って欲しいという事です。 

私たちは「段取り八分」に代表されるように、物事を描いたとおりに実施するために大変な

労力を使います。それは正しいのですが、一方ではどらかというと予期せぬハプニング・アク

シデントが起こった時には以外にもろく、或いは描いたゴールとは違うゴールにたどり着いた

事を、必要以上に後悔してしまいがちですが果たしてそれは正解なのでしょうか？ 

礼文島内という世界観で見れば誰もが自分を知り・また自分も他を良く知ってくれている訳

ですが、稚内・札幌・東京と行動範囲を広げると、その構図は有りませんし、日本語の通じな

い国にあっては、正しくそして強い意志を持てなくては、自分自身を見失ってしまうのだと思

います。私自身は今回の事業を通じて、その源こそが祖国「日本の心」にあるのだと改めて感
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じました。 

 Think Glogally．Act Locally 

生徒の皆さんには、共に故郷・そして日本の未来を切り開くメンバーの一員として大きな期

待が寄せられています。この事を強く感じながら、礼文高校生にしか出来ない、オンリーワン

を創り出していただく事に大きな期待をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 33 - 

 

海外交流事業の充実を願って 

 

礼文高等学校長 菅 原 史 彦 

 Rebun H.S. Principal Fumihiko  Sugawara  

 

５回目となる海外交流事業に今年は１年生７名が参加でき、素晴らしい

経験を積むことができましたことに、礼文町長小野徹様をはじめ多くの町民の

皆様に心よりお礼申し上げます。また、国際交流プログラムを推進されています、ロサンゼル

スの阿岸明子様をはじめ多くの現地スタッフの皆様にも改めて感謝申し上げます。 

３年後の東京オリンピックを控えて、訪日する観光客や礼文町へのインバウンド観光客も

年々増えて行く中、英語力やコミュニケーション能力を培う必要性が益々高まっています。し

かし今、海外への留学者数が減っており、子どもの内向き志向が課題とも言われています。 

そんな中、高校生という感受性豊かな時期に、アメリカで２週間過ごすことのできるこの交

流事業は本校とって大切な教育活動であり、「もう一度行きたい」と帰国後全員が答えるほど充

実したプログラムであります。 

今年は５周年記念訪問団の一人として私も参加させて頂きましたが、過去４回の実績に基づ

いたプログラムは、生徒のために考えられ準備されたカリキュラムであると実感しました。 

ホストファミリーでの生活はもちろん、生け花やプレゼンテーションなどを通した生徒間交

流、よさこいソーランの演舞等、これらを通して海外の異なる文化や歴史を体験するとともに、

日本の良さや礼文の良さを発信することができました。 

このプログラムをさらに充実させるために私たちが出来ることは、英語力の向上や訪問地に

対する知識の習得等の事前準備。また立ち振る舞いや積極的なコミュニケーションをとる姿勢

などの現地での指導。さらに報告会などの町民への還元や海外に視野を広げた進路指導等の事

後指導があります。これらを本校の教育活動に確実に取り入れていくことが、この海外交流事

業が益々発展させるために必要であると考えておりますので、今後ともご支援をよろしくお願

いいたします。 
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海外交流事業に参加して 

  
                    礼文町議会議員 笹 山   啓 

ebun Assembly Councilor   Kei  Sasayama  

 

平成２８年９月１７日、礼文高校生７名と町長、教育長他８名の総

勢１５名で礼文を出発しました。私は、１５日間にわたるアメリカ・カ

リフォルニア州での交流事業のうち、前半の７日間に同行させていただきました。その感想を

述べたいと思います。 

まず、国際観光大使としての「よさこいソーラン」はどこでも想像を超えた絶賛で迎えて頂

きました。また礼高生の真剣さ、迫力が現地の皆さんに伝わった事と思います。次に英語での

礼文町紹介、自己紹介発表ではロサンゼルス在住のＹＯＫＯ先生よりアドバイスを頂き、発表

の度に完成度の高まりをハッキリ確認でき、礼高生７名の日々の成長を目の当たりにすること

ができました。 

ホームステイでは、自分の英語力を試す良い機会となったのではないでしょうか。翌日、生

徒たちに会うと７名の顔色で、ホームステイ先での前日の様子が何となく伺えました。語学研

修はもとよりアメリカの生活・習慣に直接触れたことが一番の収穫となったのではないかと思

います。 

 訪問先の感想ですが、高校、企業、日本領事館など、どこに行っても歓迎していただきまし

た。高校では相互交流の提案。企業ではグローバルな視点。アーティストからはアイディアと

頑張り。日本領事からは高校の交流にとどまらず、姉妹都市などの提案。訪問先からは歓迎の

言葉だけではなく、具体的に今後の事業を提案していただき、交流事業の継続と発展が望まれ

ている事が強く感じられました。 

交流事業全般における現地の対応について述べます。 

今回２名の高校生がロサンゼルスで体調不良となりました。その時、現地スタッフの対応は

素晴らしいものでした。詳しく書きませんが、看護師経験者がいるのもとても心強かったです。
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さらに、全てにおいて細やかな心遣いに感心しました。（ちょっとやり過ぎなところもあります

が） 

最後になりますが、今回は交流事業５周年で高校生にも体力的にも精神的にも多くの負担が

あったと思います。体調不良になったのも強行スケジュールの影響かも知れません。それでも

７名の高校生はよく頑張りました。ロサンゼルスで出会った人達に感動を与えた７名の礼高生

に感謝します。 
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５周年を迎えた海外交流事業 

 

礼文町教育長 岩 城   修 

 Rebun town Board Of Education Superintendent  Osamu  Iwaki 

 

 ２０１２年から始まりました礼文高校海外交流事業も、５周年の節

目を迎えることが出来ました。 

 これも阿岸様をはじめとする関係者の皆様の事業に対する熱意と、礼文島への深い思いの

賜物であり、心より敬意と感謝を申し上げる次第であります。 

今回は、５周年記念訪問団の一員として参加をさせていただき、前半のプログラムに同行を

し、交流先の学校の校長先生をはじめとする関係者の皆さんや、ホームスティ先の皆さんと懇

談をさせていただき、改めてプログラムの素晴らしさを実感したところであり、これまで回を

重ねるごとにプログラムの内容をより良いものしようとする関係者のご苦労や、ホームスティ

において快く生徒を受け入れていただいている皆様方には、本当に頭の下がる思いであります。 

また、ロサンゼルスにおいて実施されました「５周年記念レセプション」も、お世話をいた

だいている多くの関係者皆様のご出席をいただき、素晴らしい式典となり感激をいたしました。 

これまでの海外交流事業に参加した生徒のほとんどが、どこか不安を持ちながら出発します

が、礼文島に帰って来たときには自信に満ち溢れており、これも出発までの学校における色々

な準備をもとにした、海外での素晴らしい経験・体験から得たものであると確信をしておりま

す。今我が国においては、学校教育にグローバル化に対応した内容を取り入れるべく様々な方

向から模索をしているところであり、次期の小学校学習指導要領より中学校・高校と、具体的

な内容で順次実施される予定となっております。 

礼文高校の大きな魅力の一つとして進められている海外交流事業は、これからも「グローバ

ルな人づくり」としての期待を担う役割を、大いに果たしていくものと思っております。 

これまでの皆様の本事業への取組みに対しまして改めて感謝をしますとともに、さらなるご

支援を頂きながら、今後益々の事業の発展を願うところであります。 
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海外交流５周年記念事業に参加して 

 

礼文町教育委員 坪 山 尚 弘 

 Rebun town Board Of Education Committee  Takahiro  Tuboyama 

 

 今年で５回目になる「礼文町海外交流事業」に教育委員を代表し同

行させて頂きました。 

これまでの過去４回で礼文高校１９名の生徒と、今回７名を合わせ合計２６名の生徒を米国

でのホームステイに送り出してきた本事業の大きな役割に、深く敬服致す次第です。また、こ

の事業に陰日向にとご協力戴いた多くの皆様に感謝申し上げます。 

通信技術の発達で、今夏開催のリオオリンピックや米国の大統領選挙の開票状況などは TV

で簡単に視聴することが出来ますが、いざ自分が米国に行こうとすると簡単な事ではありませ

ん。参加した生徒の皆さんと同じように私も、何もかもが初めての事ばかりで期待と不安で一

杯でした。 

長い空旅を経ての私たちを空港で出迎えて下さった阿岸先生、CEI オフィスの皆様、昼食を

囲んでいただいたホストファミリーの方々の笑顔にホッとしたのを昨日の事のように覚えてい

ます。また、滞在中にサポート頂いた方々の温かな、親身な気配りに触れて、観光が主産業の

一つである礼文町民として考えさせられる点もありました。 

限られた日程の中ではありますが、礼文町の教育に携わる者の一人として日本とは違う文

化・風習の国で中学・高校・大学の教育現場を少しばかり垣間見る事が出来ました。厳重なセ

キュリティーやタブレット端末の活用など先進的な取り組みや現地ならではの問題点などです。 

厳粛な裡にも和やかに催された「５周年記念式典」の席上、会話が進むと色々な話題になり

ます。私は初めての海外で、見るもの・触るもの全てが新鮮で質問や問い掛けばかりでした。

同じように現地の皆さんは私の職業柄も有るかとは思いますが日本のこと、北海道のこと、礼

文のことに興味津々でお互い話題の途切れる事は在りませんでした。改めて感じたことは、「海

外で（海外を）学ぶこと」は、「日本を（礼文を）」一層学ぶ必要があるとの思いでした。正し
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い情報を発信し相互理解を深めることが国際交流の第一だと思います。その為にも礼文を愛し、

日本を愛することが必要不可欠な核心部分です。幸いなことに礼文町の教育には、「礼文学」と

云うプログラムがあります。これを大いに活用し、優れた国際感覚を養うための基礎定着の一

助として共に発展することを期待します。 

結びに、生徒皆さんの海外交流事業のスケジュールは、観光旅行と違い決して楽な日程では

無かったとは思いますが、今回経験した「楽しかった事・苦しかった事」は必ず自分自身の貴

重な財産となります。金品の財産は使えば無くなりますが、「自分が経験した事（財産）」は生

涯尽きる事の無い大切なものです。各々が今回得た財産を活かし、更なるステップアップを願

うばかりです。 
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第５回海外交流プログラムを無事終えて 

 

CEI President（Program Supervisor） 阿 岸 明 子 

 

 ２０１２年から始まった礼文町国際交流プログラムも、はや５

年目を迎え、その節目の年に小野町長さまをはじめ、礼文町からの代

表視察団御一行さま６名がご参加されました。礼文高校生７名のぎっしり詰まった１週目のス

ケジュールでしたが、３つの高校との交流や日本国総領事館訪問、Japan Day Program での日

本文化紹介と体験学習など、精力的に参観くださり、頑張っている生徒さん達の活動ぶりを暖

かく見守っていただけました。また今年のハイライトは礼文町主催によるホストファミリーほ

か関係者への感謝の意を表する５周年記念のレセプション Dinnerで、６７名の関係者がご出席

され、盛大に催されました。これまで２６名の礼文高校生がアメリカで体験学習を通じて、ホ

ストファミリーに暖かくお世話いただいてきましたが、今年も礼文高校生のみなさんが、ホス

トファミリーの皆さんと和やかに楽しく和気藹々に交流できたことは大変素晴らしく、アメリ

カ現地でお世話するスタッフ一同を代表して、このプログラムのお仲間に入れていただき、微

力ながらこの海外国際親善のおてつだいができたことに対して、礼文町の皆さまに感謝致しま

す。特に７名の礼文高校生が披露したヨサコイダンスはレセプションの時はもちろん、Nortre 

Dame High School と JohnMuir Middle Schoolの全校生徒さん達にも大反響で歓待されました。

準備に大変だったと思いますが、５周年のお祝いに相応しい思い出となって、USの皆さまの心

に刻まれています。 

２週目はアメリカの大地・国立公園などを Explore する趣旨で毎年企画してきましたが、今

年は Death Valley国立公園, Lake Tahoe/Squaw Valleyでは日本とは比較にならないアメリカ

のスケール の大きさに感動し、そして Sonoma Winery County にある Paradise Ridge Winery・

長澤 鼎では、鹿児島県元島津藩から１３歳にして出國し、Californiaで有名な Wine・King に

なって大活躍した日本のお侍さんの歴史も学ぶこともできました。最後には Santa Rosa 市で

Peanuts/Snoopy で有名な Charles Schultzの Museumでいろいろお土産を買って、生徒さんは
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満足げでした。 

５周年ということで、受け入れ側としては、これまで以上に生徒さんたちに実り多い体験を

して欲しいと願い、内容が盛りだくさんで、タイトなスケジュールとなりました。生徒さん達

はよく頑張ってくださいましたが、きつすぎるスケジュールだったことを反省し、日本側、USA

サイドそれぞれのアンケート結果を反映し、来年はもう少しゆったりした内容の企画を考えて

います。 

日本の最北、礼文島の冬は厳しい気候ですが、春から夏にかけては美しい高山植物が咲き誇

り、海外からも観光客がたくさん訪問して賑わい、その数も毎年増えてきているとのこと。礼

文高校生にとってはまたとない英会話や交流の実践の場です。これまで続けてきたプログラム

を基盤として、益々礼文町の皆さんからも理解していただき、町をあげてこのプログラムが続

いていくことが、きっと高校生ご本人ばかりでなく島の将来の globalな発展につながっていく

と心から期待し、皆さんにエールを送ります。 

この５年間、真心込めて応援していただいているアメリカの皆さまなくしては、この国際交

流プログラムは存在していません。これからも日米一丸となって、この事業が育っていくこと

を心から願っております。また来年の新しい出会いを楽しみにしています。有難うございまし

た。 
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第５回海外交流プログラムを終えて 

 

Coordinator / Photographer 飯 富 崇 生 

 

第５回海外交流プログラムが無事に終了いたしま

したこと、大変嬉しく思っております。今年は、５

周年記念行事や YOSAKOIなど、例年にもまして生徒

の皆さんはじめ、関係者の皆様にとって、ハードで

タイトな準備期間を経てプログラムの実現に至ったことと思います。私も微力ながら、プログ

ラムの準備の段階から関わらせて頂きました。また、第１回目からフォトグラファーとして、

そしてコーディネーターとして、生徒の皆さんから一番近い目線で、それぞれの生徒の成長を

見守らせて頂く機会を頂き、どうもありがとうございます。 

この海外交流プログラムの重要なポイントの一つに、「生徒の成長」が挙げられます。生徒

が異文化に飛び込んで体験することは、それぞれの生徒のその先の人生に大きな影響を与える

一大イベントです。その生徒一人ひとりの成長が、いづれ礼文町の未来を支える力になります。

ですから、このプログラムの内容も、生徒の成長を効果的に促すものであるべきだと思ってい

ます。５年という節目を迎え、これまでの５年間の成果を再確認すると同時に、内容を一度整

理整頓し、より効果的なプログラムになる可能性を模索するには丁度良い時期ではないでしょ

うか。そこから、これからの新しい５年と、その先に続くプログラムの未来をより明確に具体

化することが出来ると思います。 

「異文化に飛び込んで体験する」。これは、良くも悪くも予想外のことが起こります。予想

外に良かった点については、大いに驚き喜べば良いと思います。予想外に悪かった点があった

場合、そこが成長のポイントです。問題があった時に、日本だったらこうだとか、普通はこう

だという考え方ではなく、問題点を分析し、助けてくれる人とコミュニケーションを取りなが

ら、解決方法を見つけ出すのです。これは海外交流プログラムだけではなく、その後の人生に

大いに役に立つプロセスです。 
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そして、主役である生徒達をサポートする礼文町、礼文高校、親御さん、そして LA現地コー

ディネーターの私達は、この生徒のチャレンジを見守る勇気が必要です。何か問題があった時

こそ、それは子供たちに課せられた成長のチャンスだと思い、それを解決して帰ってくる子供

たちを待つ勇気が必要です。LAでのサポートは、今後も子供たちのチャレンジを最大限に促す

方向で支えていくつもりです。心配かもしれませんが、失敗が無ければ、それを乗り越えた先

の成長は有り得ません。 

実際に生徒の皆さんは例年通り、それぞれにアメリカでチャレンジを重ね、その度に学び成

長したことと思います。はじめは戸惑うことも多かったでしょうが、色々な違いを柔軟に受け

入れ、それぞれが出来る限り一生懸命に頑張ったと思います。Notre Dame High School で、現

地の生徒二千人を前にして踊った YOSAKOI。その後の大歓声。努力が報われた瞬間でしたね。

あの、アメリカ人が心から喜んだ時の大歓声や、スタンディングオベーションは、日本では絶

対に起こり得ない、世界に出て初めて味わうことのできるものです。あの日、あの爆発的な喝

采は全て、礼文高校の生徒の皆さんに浴びせられたのです。アメリカで数千人をスタンディン

グオベーションさせた日本人高校生は、それほど多くはいないはずです。それだけ素晴らしい

ことを成し遂げたのです。生徒の皆さん、これからも自信を持って生きていってください。感

動をどうもありがとう。 
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第５回海外交流プログラムを終えて 

 

CEI Interpretor / Coordinator  白 鳥 佳 子 

 

 ２０１６年、礼文町国際交流プログラムも早５回

目を迎え、節目の年に今年もまた礼文の皆さんと一緒にス

タッフの一員として参加することができ大変光栄です。 

生徒たちは到着後、それぞれのホームステイでの生活が始まりました。慣れないアメリカ生

活に突然一人放り込まれるわけですから、ホームステイ先では言葉が通じず精神的な不安やス

トレスも多々あったかと思います。 

高校一年生といえば体は大きいですがまだ１６歳、親元を離れるのも初めて、少し前までは

中学生だったのですから大人と同じではありません。到着後少なくとも数日は団体生活でアメ

リカの生活に慣れる心の準備期間を設けることができればさらに良いのかなと思いました。も

し可能であればホームステイにはこだわらす、もちろん探すのは簡単ではないと思いますが、

たとえば寮生活のできるような学校や宿泊施設を探し、生徒も引率も一緒に英語レッスンを最

初にしっかり行い日常英会話の基礎やアメリカでの生活を勉強する。また訪問の学校も１～２

か所に減らし（毎年順番にたっぷり時間を取る）滞在時間を増やしもっと生徒同士の文化交流

を図る。 

滞在中に色々な経験をさせたいためイベントを多く入れたい希望も分かりますが、日替わり

のイベントを沢山入れることが目的ではなく、ゆったりとした日常の流れの中でアメリカでの

学校生活を体験し、アメリカの同世代の子供たちと文化交流ができればもっといいなと思いま

す。午前中は勉強、午後にイベントなどメリハリをつける。イベントのない日や自由時間があ

ってもいいかと思います。 

また移動に関してですが、ロサンゼルスと一言で言っても非常に広く、ハリウッド地区、ア

ーバイン地区、サンディエゴ地区とそれぞれ非常に離れているので自宅から通っていたコーデ

ィネーター兼フォトグラファーの TAKさんは睡眠不足で大変だったのではないかと思います。
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ドライバーの安全と健康がまず第一ですのでその辺の移動時間の短縮と睡眠時間の確保が今後

の課題だと思われます。 

プログラム内容は大変素晴らしく充実しており、子供たちも日本にいたら絶対経験できない

体験や、デスバレーなど普通のアメリカ観光ではまず見ることのできないアメリカの壮大な自

然など色々と楽しんでいました。 

それぞれの生徒たちがこのプログラムを通じて何を感じ、それを今後の自分の人生にどのよ

うに生かし、そしてさらには礼文に対して何を感じ恩返しをしていくのかを考えてくれること

が一番大事なことかと思います。頑張り屋の礼文高校生徒ばかりですから期待は膨らみます。

今後とも微力ながら見守らせて頂ければと思っております。 

礼文の皆様、このような素晴らしいプログラムに参加させて頂け、本当にありがとうござい

ます。 
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外から見る日本 - 自己発見の到着点 

 

University High School, Irvine / Educational advisor 

  プサワット 瑛 子 

 

 日米を往来する架け橋礼文プログラムに参加すると、

『外から見た日本と自己』の発見へのドアが開く。その発見

が導くのは, 英語の能力向上、知識やスキルの習得、そして、日米の理解などを深め、人間と

しての自己の開発成長にと続いていく。 

参加者が、アメリカ滞在中だけではなく、経験し習得したことを応用し、帰国後も、成長しつ

づけると、いずれは、学校に、そしてコミュニティに、その研修成果を還元して行くことにな

るであろう。ローカルから、グローバルに、そして、またローラルにと循環するこのプログラ

ムは、測りきれないほどのメリットやインパクトがある将来への登竜門と言える。 

具体的な一例を挙げると、参加者が英語を話す世界に入ると、まず、基本的なコミュニーケ

ーションモードが変わる。日本語での挨拶を単に英語に置き換えるだけではない。バーバルも

ノンバーバルの行動も含めて、対人へのアプローチを調整しなければならない。教科書や書物

に書かれたものを頭でだけ覚えるのではなく、日本から出ないと、得られない外地での体験が

大きな要因となって、日本と自分を省みる事ができる。これが、彼らの発見と成長に役立つの

である。このような素晴らしい企画を設け、それを支援実行している町会は、他では見られな

い仕事をしている。どんなに良いアイデアがあっても、不言実行に終わることが多々あるが、

礼文は異例中の異例！町をあげて、実際に人材のグローバル化を計画実行し始めている。近年

こんなにも、心が踊るプログラムの存在は、まれである。 

私が毎年オリエンテーションをするたびに感動するのは、スポンジに吸い込まれる水のよう

に、２週間という短期間の研修にもかかわらず、参加者が開花発達成長することである。教育

アドバイサートして、このプログラムに参加、協力できたことは、非常に喜ばしく光栄だと思

っている。この事業のこれからの展開と、その成果の収穫や貢献が、この上なく楽しみである。 
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礼文町海外交流事業について 

 
 Videographer   小田桐   団 

 

今回、礼文町海外交流事業で、皆さんの様子を

動画で撮影させていただきました。礼文島から、

東京、Los Angelesへの長旅にも関わらず、その

表情は疲れを感じさせず、生き生きとしていたの

が印象的でした。毎日のハードスケジュールをこ

なしながら、自信もつけていっている様子が見て取れました。 

高校生にこう言った機会を子供達に与えている礼文町の活動は、本当に素晴らしいと思いま

すし、このプログラムに参加できる高校生の方々は、非常に恵まれていると感じました。又、

訪問した現地の学校側でも、非常に歓待してくれました。生徒達の事前に送っておいたプロフ

ィールで、アメリカで食べたい物にピザを上げている生徒が多かったのを受けて、生徒がピザ

のプレゼントを申し出てくれたり、カップケーキに日米の国旗と生徒の顔をプリントした旗を

立て振舞ってくれたりと、皆さんアイディア豊かに色々と用意してくれていました。現地の先

生方も、現地の生徒と礼文の生徒の距離を少しでも早く近づけられるようにと、様々なイベン

トやゲームを用意してくださったお陰で、とてもリラックスした雰囲気の中で交流を深められ

たのではないかと思います。今回のプログラムでは、礼文の生徒のみならず、現地の高校生、

先生方も礼文の皆さんの訪問を心待ちにしていてくれたようです。礼文の生徒を迎えるにあた

り、みんなでアイディアを出し合い、準備に時間をかけてくれたことをとてもありがたく、そ

して強く印象に残っております。これからも、礼文の生徒、そして現地校の生徒、どちらの子

供達にも知らない世界を知ることのできる素敵なプロジェクトであって欲しいなと思っていま

す。 
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礼文町海外交流事業について 

 

Volunteer Staff   小田桐 美佳子 

私は今回、初めて礼文町海外交流事業のお手伝いをさせていただきました。同年代の娘がい

る親の立場としても、皆さんに色々体験していただきたいという思いがあり、このプログラム

のお手伝いをさせていただく事を楽しみにしていました。７名の高校生の皆さんは、とても仲

が良く、プレゼンテーション、ヨサコイなど数々のイベントで、お互いに助け合っている姿が、

印象に残りました。それも、礼文島での事前の準備を念入りにされてきたからこそ、培われた

ものなのでしょう。現地の方々との、交流においても、皆さん積極的で、頼もしく見ていまし

た。 

又、ご協力頂いている、Los Angeles側の方々にも、インタビューをさせていただきました。

LAにいては触れる機会の少ない、学生の日本語に触れる機会ができ、自分達も普段使っている

英語を教えて交流が出来たと、嬉しそうに話す高校生の方。日本語をノートルダム高校で教え

る庄司先生は、礼文高校の方々との交流に刺激を受けて、日本語の APテスト（アメリカの高校

生が大学受験の為に受けるテスト）で最高ランクの成績を取った生徒の方の事や、日本に進学

を希望するという方もいらっしゃるという事もおしゃっていました。 

ヨサコイのパフォーマンスを披露した小中学校での、現地の子供達の姿も印象的でした。踊

り終わった後の、観客の拍手、歓声は、決してお世辞ではなく、皆の素直な感想だと思います。

パフォーマンス終了後、現地校で事前にポスターを準備してくれた子、日本が好きな事を一生

懸命アピールしてくれる子、手紙を用意して渡してくれた子、嬉しそうに一緒に写真を撮る子、

そんな子供達に囲まれて、礼文高校生の皆さんがアイドルのように見えました。 

皆さん、年に一度の礼文高校生の訪問を、心待ちにしているようでした。続けてきたからこ

その、成果だと思います。ここでの体験を次世代の方々にも、引き継いで頂いて、更に素晴ら

しいプログラムに進化し続けますように。又、これが皆さんの、これからの将来の成功体験に

繋がることを願っています。 
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礼文町海外交流事業を終えて 

 

Volunteer Staff   小田桐 和 花 

私は今回、初めて礼文町海外交流プログラムのボランティアをしました。  

両親と空港まで迎えに行きました。皆を歓迎するのに、私は Welcomeポスターを作って持っ

ていきました。礼文の方々がゲートから出てきて、初めて会い、いろいろ話をしました。それ

から、みんなで一緒に、ランチを食べに行きました。レストランではすでに、ホームステイ先

の家族の方々が待っていました。私は、予め今回のプログラムの為に、Instragramのアカウン

トを作っておいたので、ホームステイ先の家族の方々や、礼文高校生の皆に使い方を説明しま

した。アメリカの高校生には、ポピュラーな Instragramを使って、アメリカ滞在中に、色々な

写真を共有したり、アメリカ人の人達との交流に役立てばいいと考えていました。食事中には、

私は歓迎のスピーチまで、急に頼まれて驚きましたが、皆で写真を撮ったりして、楽しい時間

を過ごしました。 

 生徒達がホストファミリーの家に出発した後、私は大人の方々にチアの踊りを見せてくれ

るように、頼まれたので披露しました。普段は、チームのみんなで踊るので、一人で踊るのは

少し照れくさい気持ちでした。でも、みんな喜んで、拍手を頂いたので、ある種の達成感があ

りました。 

 その後に、礼文町の人達と会ったのは、CEI でのパーティーの時でした。その時に、私は

水風船を持っていき、これを使おうと、提案しました。私を含めてホストファミリーの子供達

は、イベント係りになりました。水風船は手のひらサイズで、中には空気の代わりに水が詰ま

っています。すごく薄いゴム袋に入っているので、ちょっとの衝撃で、割れて水浸しになって

しまいます。礼文高校生の皆は、水風船をあまり見たことのないのか、すごく興味津々でした。

二人一組になって水風船で、バルーントスをしました。大盛況でした。みんなで悲鳴を上げな

がら、ずぶ濡れになりましたが、心から楽しみました。 

そして、私はこのパーティーで、新しい友達がたくさんできました。中でも Emmaという子と、

とても親しくなりました。彼女は、ホストファミリーの娘で、私と同い年です。とても可愛く
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て、お人形さんみたいです。彼女も、チアリーダーをしているので、とても話が弾みました。

それから仲良くなり、今でも連絡を取り合っています。 

礼文島高校生の人達とも仲良くなり、７人のうちの二人とは今でも LINEで連絡を取り合って

います。Emmaと会えたことも、大きな収穫でした。お互いの家は離れているので、会うことは

なかなかできませんが、スナップチャットでよく連絡を取り合って、いろいろ情報交換をして

います。この礼文町海外交流プログラムのお手伝いを通して、私の得たものは大きかったと思

います。私は、日本の生徒達に楽しくアメリカを体験してもらうことは、とても有意義だと思

います。その活動に参加出来て本当によかったと思いますし、これからも、こういう文化交流

の場に、積極的に関わっていきたいと思います。 
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今年も来てくれてありがとう 

 
Notre Dame H.S Japanese teacher  庄 司 京 子 

 

 今年も、ノートルダム高校訪問をこのプログラ

ムに入れて下さり、ありがとうございました。木曜

日は日本語１と４のクラスしかなかったので、日本

語２と３の生徒達が、「もう一日来てほしかった！そうしたら交流できたのに！」と、とても残

念がっていました。ブロックスケジュールでクラスは一日おきにしかないので、２日続けて来

ていただけたら、全部の日本語クラスと交流ができるのですが…。アメリカで日本語を勉強し

ている高校生にとって、日本からの高校生と実際に会って交流することは貴重な体験です。皆、

本当に楽しい時間を過ごしました。今回はランチタイムに中庭で披露してくれた踊りがすごく

よくて、日本語をとっていない大勢の生徒からも大きい喝采を浴びました。学長、校長、教頭

も見に来てくれました。また是非次回も全校生徒の前で何か日本の文化を披露していただける

と嬉しいです。 
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礼文高

校の皆さん 

ノートルダム高校を訪問してくれて、ありがとうございました。アメリカで日本語を学んで

いる高校生にとって、日本に住んでいる日本人の高校生と交流することは、貴重な体験です。 皆

さんも、このアメリカ訪問をきっかけに、人生の新しい可能性を切り開いていってください。 応

援しています。 

 

庄 司 京 子 

Japanese 1 クラスから 

 

Thank you, students of Rebun High School! You showed me a lot about your 

personality, what you like to eat, your hobbies, and what your school life is like. I loved 

talking with you guys and I thought you guys were super fun. 

 -Evan 

Thank you for coming to our school and performing the dance. I had a lot of fun 

dancing too. Hope you enjoyed America.  

- Dean 

Thank you so much for coming to America! It was so nice to meet you all! I hope to 

see you soon in the future! I hope you all enjoyed being in America for a short time!  

Sincerely, Christopher O'Connor  

Thank you so much for giving me the opportunity to meet you, getting me more 
exposed to the Japanese language and culture. I enjoy every minute of your visit. 
Thank you  
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- Emma Casali  

Thank you for coming and meeting with us. It was a pleasure to meet you and to learn 
something new. I hope you had a good stay. Maybe someday we can visit you and try 
Japanese foods. 

- Michele Tsujimoto 

 

Hello! 

わたしはエイドリアーナです。 

I am writing in English. I wanted to say thank you. 

どうもありがとうございます。 

I hope you like America and you come back soon. 

And, 

しつもんがあります。 

What did you like best about America? 

You all spoke good English! 

よくできました。いいです。 

If you want to talk to me, use this 

Azlena4ever@gmail.com 

And if you use instagram, follow me so I can follow you!  

My username is myspecialhell. 

さようなら。 

 

Dear Rebun High school students thank you so much for visiting us and our school. I 

really appreciate the gifts that you gave us I have them hung up in my room. I will 

never forget this experience and dancing with you. I hope your school comes again next 

year!    

mailto:Azlena4ever@gmail.com
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- Marshall 

 

Thank you very much for visiting Notre Dame High School! I was very surprised when 

I heard all of them speak English because it was a lot better than I had originally 

expected. I hope we were as welcoming as possible. I would like to thank all of them for 

teaching me very interesting facts about their island, school and their school uniform, 

and individually what they love and wish to see in the United States. I am glad they 

took time out of their own schedule just to come to our school, teach us about Rebun 

Island, and just hang out in California. I hope all of their expectations of California 

met reality during their stay here. Thanks again for visiting us!  

Sincerely,  

Keane Alejandro 

 

Dear Rebun High School, 

Thank you so much for visiting our school. I am so happy I met you. I have learned so 

much from you guys. For example, I am jealous of what you eat. It sounds really good 

and wish I could be on the same diet. I also found it cool that you only have 18 kids at 

your school rather then mine which has over 300 per grade. Once again thank you and 

I hope to see you guys in the future. Sincerely,  

Alexander Chick 

 

Dear Rebun students, 

                  You were all very nice and I wish you could have stayed longer. 

You should all come back one day and shop downtown. You all speak very good English 

and it was very easy to understand. Thank you for the flower pins as well. I put them on 

my jacket.  
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                                Thanks For Visiting, 

                                             Azure Fisher 

 

Dear Rebun Students,  

 Thank you for visiting our class in Los Angeles. I hope you guys had fun going 

to the mall and to the Dodger game. You were all very polite and spoke very good 

English. 

           Thank you, 

    Owen Cornick  
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Japanese 4 クラスから 

 

礼文の生徒達、ノートルダムに来てくれて、ありがとうございました。プレゼンをはっぴょ

うしてくれて、私は色々な礼文の地理をならったので、とても楽しかったです。おどりが出来

なかったので、ごめんなさい！またアメリカに来たら、ダンスをしましょう！私は日本に旅行

したら、ぜったいに礼文に行きます！ 

木村エイミー 

 

ありがとうございました！礼文はとても美しそうです！今、私は礼文に行きたいです。あな

たはたくさんのことを教えてくれました。また来てください！ 

サミー :) 

 

ありがとうございます！みんなさんはとてもたのしかったです。ダンスはすごかったです。

そして、花のピンは美しいです。毎日ピンをしています。また会えると良いですね。 

ハンター 

 

みなさん、ありがとうごいざいます。おどりはすごいと思います。おどりが好きです。礼文

島はとてもきれいですね。みなさんと話し合うのは楽しかったです。プレセンはとてもよかっ

たです。プレセントが大好きです。ほんとうにありがとうございます。 

ショーン 

 

礼文の学生の皆さん、来てくれて本当にありがとうございます。 

僕は皆さんに会えてよかったです。ピンを毎日します。 

また来てください。（りくが帰って僕は寂しいです。) 

ディロン 
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礼文高校のみなさん、ありがとうございます！ほうもんすることは楽しかったですね！めい

しはいいですよ。プレゼンはとてもおもしろい。ポケモンも大好きです。みなさんは上手にお

どります！私は下手でしたね。またほうもんしてほしいです！ありがとうございます！！！ 

ハリソン 

 

木曜日はありがとうございました！みなさんはとてもやさしい人でした。話し合う時が楽し

くて面白かったから、好きでした。ピンもありがとう。かわいいと思います。ロボティクスの

せいふくでいつもします！そして、礼文の生徒たちのダンスはすごくかっこよかった！たくさ

んノートルダムの生徒はうれしかった。私は楽しい時間をたいけんしました。またアメリカに

来てください。私をほうもんしてください！LINEとかInstagramとかFacebookで話しましょ

う！ 

LINE: empress-bunny  Instagram: lolita.latte 

Facebook: Eleanor Laura Lee 

 

みなさん、とてもありがとうございます！来た日に、ぼくはかぜをひきましたから、学校へ

行きませんでした。でも、先生はたくさんしゃしんとビデオをとりましたから、ぜんぶかつど

うを見ました！ダンスはとてもすごくておもしろいですよ！せんすのダンスが一番好きです。

目のさめるようです。ぜんぶ楽しそうです。会えなくてざんねんでした。 

ジャックス 

 

私たちの学校に来てくれてありがとうございます。楽しかったですよ。めいしをくれて、 あ

りがとうございます。ピンはとてもきれいです。毎日ピンをつけています。プレゼンテー ショ

ンが大好きでした。また会えるといいですね。さようなら。  

Thank you for visiting Notre Dame High School! It was great to meet all of you. I 

loved hearing what you all had to say. I hope we can meet again!  

ミケイラ 
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礼文島からの友達を迎えて 

 

Host  Families  ドン＆ジュディ・ボガート 

 

 Dear Mai and Rui, 

 

Each year it is so much fun to welcome our friends from Rebun 

Island!  We had a very special time hosting you in our home in Long 

Beach, California.  We thank you so much for preparing fruit each 

morning, making waffles, and scrambled eggs!    Our spaghetti 

dinner that we prepared tasted so much better with the cheese you 

grated! We have many fond memories of you experiencing the large In-N-Out cheeseburger and 

huge pile of fries, riding bikes around our community, putting our feet into the ocean, playing 

miniature golf,  squirting whipped cream from a can for the first time, and going to see the 

Dodgers play baseball!  We also enjoyed our time with you when all of us went to Death Valley, 

Squaw Valley, and Snoopy Museum!   

 

Your dancing in front of the students at Middle School and at our special dinner made us feel so 

proud of you!  Thank you for sharing your cultural and school activities with us!  

 

Mai-san and Rui-san, we hope you continue to study hard in school.  May all your plans and 

dreams for the future come true!  Hopefully we will visit Rebun Island once again.  Please tell all 

of our special friends there that we say and hello and send our love.  

 

Love and Hugs, 

 

Judy and Don Bogart 

 

 親愛なる麻衣と瑠、 

 毎年、礼文島からの友達を迎えることがとても楽しみです。今年もロングビーチの我が家

で、ホストとして特別な時間を過ごしました。毎朝、フルーツを用意してワッフルやスクラン

ブルエッグを作ってくれてありがとう。私たちがスパゲティを準備して、それにあなた方が下

ろしたチーズをかけたディナーはとても美味しかったですね。インナアウトの大きなチーズバ
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ーガーやフライドポテト、それに缶のホップクリームを初めて味わいましたね。サイクリング

もしました。海に足を入れたりミニゴルフを楽しんだり…。ドジャースタジアムでの野球観戦。

デスバレー、スコーバレー、スヌーピー博物館にも皆で行きました。 

ミドルスクールの学生たちの前などで踊ったダンスを見て、私たちはあなた方をとても誇り

に思いました！一緒の時間を過ごしてくれてありがとう。 

麻衣さん、瑠さん、これからも一所懸命、あなた方が学校で勉強することを期待しています。

そうすることで将来へのあなたの想いと夢が実現するかも知れません。 

機会があれば、私たちももう一度礼文島を訪れることができると思います。 

礼文島の友達の皆さんによろしくお伝えください。 
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2016 海外交流事業の経過 

 
 
平成２８年 
  ３月２３日（水）教育委員会、高校関係者協議 
   ３月下旬    アメリカ出発前の心得ガイドブック届く 
          ウエルカムビデオ届く 
  ４月 ８日（金）入学式にて保護者へ事業概要説明 

５月 ９日（月）平成２８年度「礼文町海外交流事業説明会①」開催 
５月１７日（火）礼文町臨時職員を委嘱（羽石教頭、板橋教諭、東教諭） 
５月２３日（月）参加生徒募集受付締切 
５月３０日（月）応募者英会話口頭試問、面接試験 

 ６月  ２日（木）CEI 阿岸氏と札幌にて打ち合わせ（須田次長、菅原校長、東教諭） 
６月 ２日（木）CEI と業務委託契約を締結 

 ６月 上旬（月）参加決定通知送付（第１学年７名） 
 ６月１３日（月）英会話レッスン開始 
７月１３日（月）平成２８年度「礼文町海外交流事業説明会②」開催 
７月２２日（金）礼文町プレゼンテーション作成開始 

  ７月２７日（水）よさこいソーラン練習開始 
  ８月１０日（水）ＥＳＴＡ申請 

８月２３日（火）平成２８年度「礼文町海外交流事業説明会③」開催 
８月２６日（金）CEI 阿岸氏と札幌にて打ち合わせ（川村主幹） 
９月 ８日（木）作法指導開始（２日間） 

  ９月１５日（木）平成２８年度礼文町海外交流事業出発式（於：ピスカ） 
    ９月１７日（土）海外交流団出発 
 １０月  １日（土）海外交流団礼文島帰着 
  １０月 ４日（火）海外交流団帰国報告会（於：町長応接室） 
 １１月１４日（月）教育委員会、高校関係者協議（2017 交流事業諸検討） 
  １１月１８日（金）礼文学発表会にてプレゼン発表 
平成２９年 
   １月 ７日（土）CEI 阿岸氏と札幌にて打合せ（川村主幹、菅原校長） 
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編 集 後 記 

 

今回のプログラムは、初めて１学年全員が揃っての参加となった。生徒

たちは例年の礼文島紹介プレゼンテーションや英会話レッスンに加え、５

周年記念レセプションなどで披露するヨサコイソーラン演舞練習もあり、

夏休みを返上して汗を流した。  
特にヨサコイは、それぞれの中学校で踊り方が異なるため、合わせるの

に苦労をしたようだ。同じ方向を向いて、クラス一丸となって取り組んだ

数カ月間は、これから２学年、３学年と共に過ごす仲間との連帯をより深

めたことだろう。  
努力の対価として何を得たかは、生徒それぞれの感想やその後の学校生

活に表れていよう。  
 
生徒が日本に帰国して一月後、アメリカ合衆国では４年に一度の大統領

選挙が行われた。大方の予想を覆し、共和党のドナルド・トランプ氏が第

４５代アメリカ合衆国大統領となったことは記憶に新しい。  
新しい大統領は、「自由の国」をこれから如何に導いていくのだろうか。  
手探りで始まったこの事業も５年目を終えた。計画に置き換えると、５

年という歳月は中期として括られる期間でもある。  
これまでを振りかえり、次なるステップを見据えての検証が必要となる

分岐点でもある。今後も日米関係者のお知恵をお借りしながら、更に充実

した事業へと発展できればと願う。  
 

 第５回礼文町海外交流事業報告書の作成にあたっては、ご多忙のなか関

係の皆様には、原稿をお寄せいただきありがとうございました。  
 2017 年も本事業にご支援、ご協力いただきますようお願いいたします。  
 
 

礼文町教育委員会次長 須 田   守 

 

 

 

 

             第５回 礼文町海外交流事業報告書  
 
              「Cooperation Beyond Beundaries」  

演 舞 ～  湧き上る感動  ～  
                      2017.3.10 発行 



 
 

5th Anniversary Reception 
of the Rebun-Cho & Rebun High School International Exchange Program in USA 

September 22nd, 2016 @5-7:30 PM @ Hilton Los Angeles / Universal City: mandarin RM 
555 Universal Hollywood Dr. Universal City, CA 91608 

 
Dress Code: Smart Casual  

 
 
3:00  Prep: Yasuo, Kay, Izumi, Kawamura - IN  

4:00  Prep: Student Group,VIP Group, Hironori Seki, 
Mike Penny, Judy & Don, Akutagawa , Hosobuchi 
Ayu, Gustave, Andy MATSUDA - IN 

 

4:30  
Hironori Seki 

Registration  
Music (BGM) 

記念品配布！ 

5:00 Andy Matsuda  Sushi Demonstration (15 min) Water for tables 

 
5:15 
5:20 
5:30 
 
 
5:40 
5:50 
 
6:00 
 
 

Master of Ceremony 
 Hironori Seki (JA) 
Ayu Sasayama (ENG) 

Rebut town ceremony  
1. DVD-presentation 
2. mayor ono’s greeting 
3. “Kagami-Biraki” - Traditional sake barrel 

breaking ceremony 
3 from Rebun + 3 from LA on Stage. 

4. kanpai-Toast by Kei Sasayama / member of 
Rebun’s town council 

5. Special Guests and Host families Introduction 
 

6. Guests’ species X2 (TBD) 
 

7. Greeting Message by 
1) Hokkaido government Office 
 
2) Consulate General of United States, Sapporo 
 
3) Consulate general of Japan in Los Angels 
     Mr. Akira Chiba 
 

 
 
 
 
 
 
SUSHI-
appertiser 
 
-Dinner first 
course 
 
-Main Dish 
 
 
 



 
 

6:30  7. Presentation of Special Appreciation Awards 
    by Rebun Town 
    1) Dr. Akiko Agishi 
    2) Yoko Pusavat  
    3) Judy and Dan Bogart 
    4) Ted Devirgilis  
    5) Tak Itomi 
 
8. Acceptance speeches by 5 recipients. 
 

-Dessert 

7:00 
 
 
 
 
 
 
 
7:30 

 9. Entertainment  
    1) by Mike Penny/ Tsugaru syamisen 
    2) by Rebun Students/ Yosakoi Dance 
 
10. Closing Remarks by Osamu Iwaki / 
superintendent of Rebun town Board of education  
    -IPPONJIME- 
 
END 
 

 

  10 min break  

7:40 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9:00 

 1. 2nd program: Graduation certificate ceremony 
by CEI Hollywood for 7 Rebun students, Rebun 
teacher, Host Families. 
 

2. Closing Entertainment  
by Hironori Seki & Yukari Enjoji 
 

3. Sing along with all the participants  
UEWOMUITE-ARUKOU (JA)/ 
SUKIYAKI SONG (ENGL) 
 

4. Closing Remarks by Akiko Agishi 
 

5. Group Photo Shoot (front of Mandarin room) 
 
END 
 
 
  

Photo Session 
students + Host 
Families 
 
 
 
 
歌詞用意 
 
 
 

10:00  Wrap  
 
 
 
Creative Enterprise International, Inc. 3127 Nichols Canyon Rd. Los Angeles, CA 90046 T:323-969-9410 



 

9 月 24 日 北海道新聞 留萌 宗谷 

9 月 24 日 北海道新聞 第 4 社会面 



 
１０月８日  

日刊宗谷 

９月２５日  

北海道新聞  

留萌 宗谷 



 

9 月 24 日 北海道新聞 第 4 社会面 

１１月８日 羅府新報 



 
 
 

 

 

 

Death Valley 
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